
２－１．交流広場（仮）の基本設計平面図

図：交流広場 全体平面図

○屋根付多目的広場

通常時はスポーツ可能な全天候型
の多目的広場とする。また、多数
で集まり盛り上がるイベントを天
候に関わらず開催できる施設とす
る。

○地域交流センター

子供の成長を地域で考える子育て
支援、ワークショップ等の趣味や
まちづくり活動を支援する多目的
スペース、スポーツをより快適に
するリフレッシュスペース（更衣
室等）を機能的に配置する。
世代を超えて交流できる広場の中
核施設とする。

○多目的滞留空間

小規模イベントのステージとして
利用するだけでなく、通常時にも
休憩ベンチとして利用できる設え
とする。

○有効活用空間

子どもや若者が気軽にエクストリームスポーツを楽しめる
施設とする。雨水流出抑制施設としても活用する。

○にぎわいモール

各施設と隣接した、交流広場を利用するす
べての人が行きかう広場。
車を乗り入れて開催するマルシェ等の屋外
イベントも可能な空間とする。

○北エントランス

主に歩行者がアクセスするエントランス。
既存の景観要素（高木、景石）を活用し、
親しみやすい庭園的なもてなしの演出を施
したエントランス空間とする。

○南エントランス

国道１２５号からのアクセス。
交流広場全体が一望できること
から、上からの視線を意識した
施設構成、デザインなどの空間
演出を行う。
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